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(57)【要約】
【課題】キャリブレーションの信頼度に基づいて血圧補
正時点を決定する電子装置を提供する。その他にも明細
書を介して把握される多様な実施形態が可能である。
【解決手段】本発明による電子装置は、センサ、メモリ
、ディスプレイ、及びプロセッサを含み、プロセッサは
、キャリブレーションの経過時間、並びにセンサで測定
された使用者の生体情報及び血圧情報のうちの少なくと
も一つに基づいてキャリブレーションの信頼度を決定し
、信頼度に基づいて、キャリブレーションに関わるイベ
ントが発生したか否かを決定し、ディスプレイに、キャ
リブレーションを要請するユーザインターフェース画面
を表示するように制御する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子装置であって、
　センサ、メモリ、ディスプレイ、及びプロセッサを備え、
　前記プロセッサは、
　キャリブレーション（ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ）の経過時間と、前記センサで測定され
た使用者の生体情報及び血圧情報とのうちの少なくとも一つに基づいて前記キャリブレー
ションの信頼度（ｒｅｌｉａｂｉｌｉｔｙ）を決定し、
　前記信頼度に基づいて前記キャリブレーションに関わるイベントが発生したか否かを決
定し、
　前記ディスプレイに前記キャリブレーションを要請するユーザインターフェース（ＵＩ
）画面を表示するように制御することを特徴とする電子装置。
【請求項２】
　前記プロセッサは、
　前記信頼度が予め指定された臨界値未満である場合、前記ディスプレイに前記キャリブ
レーションを要請する前記ＵＩ画面を表示するように制御することを特徴とする請求項１
に記載の電子装置。
【請求項３】
　前記臨界値は複数個を含み、
　前記プロセッサは、前記信頼度に基づいて前記複数個の臨界値を設定するように制御す
ることを特徴とする請求項２に記載の電子装置。
【請求項４】
　前記プロセッサは、
　前記信頼度に基づいて前記キャリブレーションの満了時点を決定し、
　前記満了時点が到達すると、前記ディスプレイに前記キャリブレーションを要請する前
記ＵＩ画面を表示するように制御することを特徴とする請求項１に記載の電子装置。
【請求項５】
　通信モジュールをさらに含み、
　前記プロセッサは、
　前記通信モジュールを介して前記電子装置の位置を測定し、
　前記測定された位置に関する情報を外部電子装置に転送し、
　前記外部電子装置から前記キャリブレーションに関わる場所の情報を受信し、
　前記受信した場所の情報を前記ディスプレイに表示するように制御することを特徴とす
る請求項１に記載の電子装置。
【請求項６】
　前記プロセッサは、
　前記信頼度に基づいて、前記場所の情報が表示される半径を別個に設定するように制御
することを特徴とする請求項５に記載の電子装置。
【請求項７】
　前記プロセッサは、
　前記信頼度に基づいて、前記場所の情報に対するジオフェンスの半径を別個に設定する
ように制御することを特徴とする請求項６に記載の電子装置。
【請求項８】
　前記プロセッサは、
　前記ディスプレイに、前記使用者の血圧情報を前記信頼度を示す信頼区間とともに表示
し、
　前記プロセッサは、前記信頼度に基づいて、前記信頼区間の色相、明度、又は大きさを
別個に表示するように制御することを特徴とする請求項１に記載の電子装置。
【請求項９】
　電子装置の動作方法であって、
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　前記電子装置のプロセッサが、
　キャリブレーションの経過時間、並びにセンサで測定された使用者の生体情報及び血圧
情報のうちの少なくとも一つに基づいて前記キャリブレーションの信頼度を決定するステ
ップと、
　前記信頼度に基づいて前記キャリブレーションに関わるイベントが発生したか否かを決
定するステップと、
　ディスプレイに前記キャリブレーションを要請するユーザインターフェース（ＵＩ）画
面を表示するステップと、を含むことを特徴とする方法。
【請求項１０】
　前記イベントが発生したか否かを決定するステップは、
　前記プロセッサが、前記信頼度が予め指定された臨界値未満であるか否かを確認するス
テップを含むことを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記臨界値は複数個を含み、
　前記プロセッサが、前記信頼度に基づいて前記複数個の臨界値を設定するステップをさ
らに含むことを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記プロセッサが、前記信頼度に基づいて前記キャリブレーションの満了時点を決定す
るステップをさらに含み、
　前記イベントが発生したか否かを決定するステップは、前記プロセッサが、前記満了時
点が到達したか否かを確認するステップを含むことを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記プロセッサが、
　前記電子装置の位置を測定するステップと、
　前記測定された位置に関する情報を外部電子装置に転送するステップと、
　前記外部電子装置から前記キャリブレーションに関わる場所の情報を受信するステップ
と、
　前記受信した場所の情報を表示するステップと、をさらに含むことを特徴とする請求項
９に記載の方法。
【請求項１４】
　前記プロセッサが、前記信頼度に基づいて、前記場所の情報が表示される半径を別個に
設定するステップをさらに含むことを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記プロセッサが、
　前記ディスプレイに、前記使用者の血圧情報を前記信頼度を示す信頼区間とともに表示
するステップと、
　前記信頼度に基づいて、前記信頼区間の色相、明度、又は大きさを別個に表示するステ
ップと、をさらに含むことを特徴とする請求項９に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子装置で血圧補正時点（ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ　ｔｉｍｉｎｇ）を決定
するための装置及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、優れた性能のスマートフォン及びウェアラブル装置の普及率の増加に伴い、モバ
イル装置等を用いて日常生活の中で自分の生体信号をモニタリングしつつ健康管理を受け
ることができるサービスが増加している。特に、血糖値や血圧のように、絶え間ないモニ
タリングが必要な健康関連数値等に対する多様なセンシング技術及びサービスが注目され
ている。
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【０００３】
　血圧を測定する非侵襲的方法には、例えば、聴診法やオシロメトリック法がある。聴診
法及びオシロメトリック法の二つの方法は、いずれも使用者の上腕にカフ（ｃｕｆｆ）を
装着して収縮期血圧よりも高い圧力で加圧した後、ゆっくり減圧しながら血圧を測定する
。
【０００４】
　一方、カフなし（ｃｕｆｆｌｅｓｓ方式）で血圧を推定する方法があり、これには、血
圧と脈波伝播時間との反比例関係を利用して血圧を推定する脈波伝播時間（ＰＴＴ、ｐｕ
ｌｓｅ　ｔｒａｎｓｉｔ　ｔｉｍｅ）を利用する方法（以下、ＰＴＴ方式）と、血圧の波
形と輝度とが類似するＰＰＧ信号の波形を分析するＰＷＡ（ｐｕｌｓｅ　ｗａｖｅ　ａｎ
ａｌｙｓｉｓ）方法（以下、ＰＷＡ方式）とがある。
【０００５】
　無水銀血圧計を用いる聴診法の場合には、正確な血圧の測定のために熟達した測定の要
領が必要である。このような制限的な要素がなく、測定方法が容易で便利なオシロメトリ
ック法を利用する常用化された電子血圧計がある。しかし、自動でカフに空気を加圧する
空気ポンプとポンプを作動させるモータとがなければならないため、電子血圧計の体積は
大きい。したがって、携帯性が落ちて持続的な血圧の測定に限界がある。
【０００６】
　また、ＰＴＴ方式は、一般にＥＣＧ（Ｅｌｅｃｔｒｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｙ、心電
図）と、ＰＰＧ（ｐｈｏｔｏｐｌｅｔｈｙｓｍｏｇｒａｍ、光電容積脈波）信号とを同時
に測定しなければならないので、無拘束及び無自覚での血圧測定が困難なため、モバイル
装置等への適用には限界があり、ＰＷＡ方式は、単一のＰＰＧ信号から血圧を推定するた
め、正確度が低い。これを補完するため、最初だけでなく、周期的に電子血圧計と同時測
定することで、ＰＰＧ信号から推定された血圧を電子血圧計の血圧値に補正（ｃａｌｉｂ
ｒａｔｉｏｎ、以下、キャリブレーションという）する過程を要する。しかし、使用者が
キャリブレーションを遂行しなければならない時点が分からず、電子血圧計の普及率も低
いため、血圧キャリブレーションを遂行することが容易でない。キャリブレーションが正
常に遂行されなければ、推定された血圧の正確度は低くならざるをえない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０１３－１７２８３５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、上記従来技術の問題点に鑑みてなされたものであって、本発明の目的は、血
圧キャリブレーションの信頼度（ｒｅｌｉａｂｉｌｉｔｙ）を指標化することで血圧キャ
リブレーションの満了時点（ｅｘｐｉｒａｔｉｏｎ　ｔｉｍｅ）を判断／決定し、キャリ
ブレーションの信頼度に応じて各使用者に適した補正のためのガイドを提供することにあ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するためになされた本発明の一態様による電子装置は、センサ、メモリ
、ディスプレイ、及びプロセッサを備え、前記プロセッサは、キャリブレーション（ｃａ
ｌｉｂｒａｔｉｏｎ）の経過時間と、前記センサで測定された使用者の生体情報及び血圧
情報とのうちの少なくとも一つに基づいて前記キャリブレーションの信頼度（ｒｅｌｉａ
ｂｉｌｉｔｙ）を決定し、前記信頼度に基づいて前記キャリブレーションに関わるイベン
トが発生したか否かを決定し、前記ディスプレイに前記キャリブレーションを要請するユ
ーザインターフェース（ＵＩ）画面を表示するように制御することを特徴とする。
【００１０】
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　上記目的を達成するためになされた本発明による電子装置の動作方法は、前記電子装置
のプロセッサが、キャリブレーションの経過時間、並びにセンサで測定された使用者の生
体情報及び血圧情報のうちの少なくとも一つに基づいて前記キャリブレーションの信頼度
を決定するステップと、前記信頼度に基づいて前記キャリブレーションに関わるイベント
が発生したか否かを決定するステップと、ディスプレイに前記キャリブレーションを要請
するＵＩ画面を表示するステップと、を含むことを特徴とする。
【００１１】
　本発明の一実施形態による電子装置は、ハウジング、前記ハウジングの第１部分を介し
て露出される（ｅｘｐｏｓｅｄ）タッチスクリーンディスプレイ、前記ハウジングの第２
部分を介して露出され、使用者の身体の一部（ｂｏｄｙ　ｐｏｒｔｉｏｎ）に接触して前
記身体の一部から血圧を測定するように設定されたＰＰＧ（ｐｈｏｔｏｐｌｅｔｈｙｓｍ
ｏｇｒａｍ）センサ、前記ハウジングの内部に配置された無線通信回路、前記ハウジング
の内部に配置され、前記ディスプレイ、前記ＰＰＧセンサ、及び前記無線通信回路と作動
的に（ｏｐｅｒａｔｉｖｅｌｙ）連結されたプロセッサ、及び前記ハウジングの内部に配
置され、前記プロセッサと作動的に連結されてインストラクション（ｉｎｓｔｒｕｃｔｉ
ｏｎｓ）を記憶するメモリを含み、前記インストラクションは、実行時、前記プロセッサ
が、第１区間（ｄｕｒａｔｉｏｎ）の間に前記ＰＰＧセンサから第１データを受信し、前
記第１データから複数の第１パラメータを決定（ｄｅｔｅｒｍｉｎｅ）し、前記複数の第
１パラメータのうちの少なくとも二つのパラメータに少なくとも一部基づいて、第１時点
（ｐｏｉｎｔ）に対する第１変数を時間に合わせて（ｉｎ　ｔｉｍｅ）決定し、第２区間
の間に前記ＰＰＧセンサから第２データを受信し、前記第２データから複数の第２パラメ
ータを決定し、前記複数の第２パラメータのうちの少なくとも二つのパラメータに少なく
とも一部基づいて、第２時点に対する第２変数を時間に合わせて（ｉｎ　ｔｉｍｅ）決定
し、前記第２変数に少なくとも一部基づいてキャリブレーション（ｃａｌｉｂｒａｔｉｏ
ｎ）時点を決定し、前記ディスプレイ上に前記キャリブレーション時点と関係した情報を
提供し得る。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、電子装置は、キャリブレーションの信頼度に基づいてキャリブレーシ
ョンに関わるイベントの発生の有無を決定し、キャリブレーションに関わるイベントが発
生すると、キャリブレーションを要請することによって更に正確なキャリブレーション満
了時点を決定することができる。
【００１３】
　また、本発明によれば、電子装置は、キャリブレーションの信頼度に基づいてキャリブ
レーションに関わる場所の情報を使用者に提供することにより、キャリブレーションのた
めの使用者の便宜性を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施形態によるネットワーク環境における電子装置を示すブロック図
である。
【図２】本発明の一実施形態による電子装置を示すブロック図である。
【図３】本発明の一実施形態によるキャリブレーションの信頼度を示すグラフである。
【図４Ａ】本発明の一実施形態によるキャリブレーションの信頼度に基づいてキャリブレ
ーションを要請する電子装置の動作を示すフローチャートである。
【図４Ｂ】本発明の一実施形態によるキャリブレーションの時点に関係した情報を提供す
る電子装置の動作を示すフローチャートである。
【図５】本発明の一実施形態によるキャリブレーションの信頼度及び指定された臨界値に
基づいてキャリブレーションを要請する電子装置の動作を示すフローチャートである。
【図６】本発明の一実施形態によるキャリブレーションの満了時点に基づいてキャリブレ
ーションを要請する電子装置の動作を示すフローチャートである。
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【図７】本発明の一実施形態によるキャリブレーションに関わる場所の情報を共有する電
子装置及び外部電子装置の動作を示すフローチャートである。
【図８】本発明の一実施形態によるキャリブレーションに関わる場所の情報を提供するユ
ーザインターフェース画面を示す図である。
【図９Ａ】本発明の一実施形態によるキャリブレーションに関わる場所の情報をジオフェ
ンス（ｇｅｏ－ｆｅｎｃｅ）に基づいて提供する電子装置の動作を示すフローチャートで
ある。
【図９Ｂ】本発明の一実施形態によるジオフェンスの半径を信頼度に基づいて変更する動
作を説明する図である。
【図１０】本発明の一実施形態によるキャリブレーションに関わる場所の情報をポップア
ップ（ｐｏｐ－ｕｐ）の形態で提供するユーザインターフェース画面を示す図である。
【図１１】本発明の一実施形態によるキャリブレーションの信頼度に基づいて使用者の血
圧を表すユーザインターフェース表示を示す図である。
【図１２】本発明の一実施形態によるキャリブレーションの信頼度に基づいて使用者の血
圧を表す他のユーザインターフェース表示を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明を実施するための形態の具体例を、図を参照しながら詳細に説明する。し
かし、これらは本発明を特定の実施形態に限定しようとするものではなく、本発明の実施
形態の多様な変更（ｍｏｄｉｆｉｃａｔｉｏｎ）、均等物（ｅｑｕｉｖａｌｅｎｔ）、及
び／又は代替物（ａｌｔｅｒｎａｔｉｖｅ）を含む。
【００１６】
　図１は、本発明の一実施形態によるネットワーク環境における電子装置を示すブロック
図である。
【００１７】
　図１に示すように、ネットワーク環境１００における電子装置１０１は、第１ネットワ
ーク１９８（例：近距離無線通信）を介して電子装置１０２と通信するか、又は第２ネッ
トワーク１９９（例：遠距離無線通信）を介して電子装置１０４及びサーバ１０８と通信
する。一実施形態として、電子装置１０１は、サーバ１０８を介して電子装置１０４と通
信する。
【００１８】
　本実施形態において、電子装置１０１は、プロセッサ１２０、メモリ１３０、入力装置
１５０、音響出力装置１５５、表示装置１６０、オーディオモジュール１７０、センサモ
ジュール１７６、インターフェース１７７、ハプティックモジュール１７９、カメラモジ
ュール１８０、電力管理モジュール１８８、バッテリ１８９、通信モジュール１９０、加
入者識別モジュール１９６、及びアンテナモジュール１９７を備える。一実施形態として
、電子装置１０１は、構成要素のうちの少なくとも一つ（例：表示装置１６０又はカメラ
モジュール１８０）が省略されるか、又は一つ以上の他の構成要素が追加されてもよい。
また、構成要素のうちの一部は、一つの統合された回路に具現されてもよい。例えば、セ
ンサモジュール１７６（例：指紋センサ、虹彩センサ、又は照度センサ）は、表示装置１
６０（例：タッチスクリーンディスプレイ、ディスプレイ）に組み込まれて具現される。
【００１９】
　プロセッサ１２０は、例えば、ソフトウェア（例：プログラム１４０）を実行すること
でプロセッサ１２０に連結された電子装置１０１の少なくとも一つの他の構成要素（例：
ハードウェア又はソフトウェア構成要素）を制御し、多様なデータ処理又は演算を遂行す
る。一実施形態として、プロセッサ１２０は、データ処理又は演算の少なくとも一部とし
て、他の構成要素（例：センサモジュール１７６又は通信モジュール１９０）から受信し
た命令又はデータを揮発性メモリ１３２にロードし、揮発性メモリ１３２に記憶された命
令又はデータを処理し、結果データを不揮発性メモリ１３４に記憶する。
【００２０】
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　本実施形態において、プロセッサ１２０は、メインプロセッサ１２１（例：中央処理装
置又はアプリケーションプロセッサ）と、これとは独立的に又は共に運用可能な補助プロ
セッサ１２３（例：グラフィック処理装置、イメージシグナルプロセッサ、センサハブプ
ロセッサ、又はコミュニケーションプロセッサ）とを含む。追加的に又は代替的に、補助
プロセッサ１２３は、メインプロセッサ１２１よりも低電力であるか、又は指定された機
能に特化するように設定される。補助プロセッサ１２３は、メインプロセッサ１２１と別
個に、又はその一部として具現されてもよい。
【００２１】
　補助プロセッサ１２３は、例えば、メインプロセッサ１２１がインアクティブ（例：ス
リープ）状態にある間にメインプロセッサ１２１の代わりに、又はメインプロセッサ１２
１がアクティブ（例：アプリケーション遂行）状態にある間にメインプロセッサ１２１と
ともに、電子装置１０１の構成要素のうちの少なくとも一つの構成要素（例：表示装置１
６０、センサモジュール１７６、又は通信モジュール１９０）に関わる機能又は状態の少
なくとも一部を制御する。一実施形態として、補助プロセッサ１２３（例：イメージシグ
ナルプロセッサ又はコミュニケーションプロセッサ）は、機能的に関連のある他の構成要
素（例：カメラモジュール１８０又は通信モジュール１９０）の一部の構成要素として具
現される。
【００２２】
　メモリ１３０は、電子装置１０１の少なくとも一つの構成要素（例：プロセッサ１２０
又はセンサモジュール１７６）によって使用される多様なデータ、例えば、ソフトウェア
（例：プログラム１４０）及びこれに関わる命令に対する入力データ又は出力データを記
憶する。メモリ１３０は、揮発性メモリ１３２又は不揮発性メモリ１３４を含む。
【００２３】
　プログラム１４０は、メモリ１３０にソフトウェアとして記憶される。プログラム１４
０は、例えば、オペレーティングシステム１４２、ミドルウェア１４４、又はアプリケー
ション１４６を含む。
【００２４】
　入力装置１５０は、電子装置１０１の構成要素（例：プロセッサ１２０）で使用される
命令又はデータを電子装置１０１の外部（例：使用者）から受信する。入力装置１５０は
、例えば、マイク、マウス、又はキーボードを含む。
【００２５】
　音響出力装置１５５は、音響信号を電子装置１０１の外部に出力する。音響出力装置１
５５は、例えば、スピーカ又はレシーバを含む。スピーカは、マルチメディアの再生又は
録音の再生のように一般的な用途に使用され、レシーバは、着信電話を受信するために使
用される。レシーバはスピーカとは別に、又はその一部として具現される。
【００２６】
　表示装置１６０は、電子装置１０１の外部（例：使用者）に情報を視覚的に提供する。
表示装置１６０は、例えば、タッチスクリーンディスプレイ、ディスプレイ、ホログラム
装置、又はプロジェクターと、当該装置を制御するための制御回路とを含む。一実施形態
として、表示装置１６０は、タッチを感知するように設定されたタッチ回路（ｔｏｕｃｈ
　ｃｉｒｃｕｉｔｒｙ）、又はタッチにより発生する力の強さを測定するように設定され
たセンサ回路（例：圧力センサ）を含む。
【００２７】
　オーディオモジュール１７０は、音を電気信号に変換するか、逆に電気信号を音に変換
する。一実施形態として、オーディオモジュール１７０は、入力装置１５０を介して音を
取得するか、音響出力装置１５５又は電子装置１０１に直接若しくは無線で連結された外
部の電子装置（例：電子装置１０２（例：スピーカ又はヘッドホン））を介して音を出力
する。
【００２８】
　センサモジュール１７６は、電子装置１０１の作動状態（例：電力又は温度）又は外部
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の環境状態（例：使用者の状態）を感知し、感知された状態に対応した電気信号又はデー
タ値を生成する。一実施形態として、センサモジュール１７６は、少なくとも一つのセン
サを含む。センサモジュール１７６は、例えば、ジェスチャーセンサ、ジャイロセンサ、
気圧センサ、マグネチックセンサ、加速度センサ、グリップセンサ、近接センサ、カラー
センサ、ＩＲ（ｉｎｆｒａｒｅｄ）センサ、生体センサ（例：虹彩センサ、指紋センサ、
又はＨＲＭ（ｈｅａｒｔ　ｂｅａｔ　ｒａｔｅ　ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ）センサ、嗅覚（
ｅ－ｎｏｓｅ）センサ、エレクトロミオグラフィー（ＥＭＧ）センサ、エレクトロエンス
フェログラム（ＥＥＧ）センサ、エレクトロカルジオグラム（ＥＣＧ）センサ）、温度セ
ンサ、湿度センサ、照度センサ、ＰＰＧ（ｐｈｏｔｏｐｌｅｔｈｙｓｍｏｇｒａｍ）セン
サ、又はＵＶ（ｕｌｔｒａ　ｖｉｏｌｅｔ）センサのうちの少なくとも一つを含む。
【００２９】
　インターフェース１７７は、電子装置１０１が外部の電子装置（例：電子装置１０２）
と有線又は無線で連結されるために使用される一つ以上の予め指定されたプロトコルを支
援する。インターフェース１７７は、例えば、ＨＤＭＩ（登録商標）（ｈｉｇｈ　ｄｅｆ
ｉｎｉｔｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）、ＵＳＢ（ｕｎｉｖｅｒ
ｓａｌ　ｓｅｒｉａｌ　ｂｕｓ）インターフェース、ＳＤ（登録商標）カードインターフ
ェース、又はオーディオインターフェースを含む。
【００３０】
　連結端子１７８は、これを介して電子装置１０１が外部の電子装置（例：電子装置１０
２）に物理的に連結されるコネクタを含む。連結端子１７８は、例えば、ＨＤＭＩ（登録
商標）コネクタ、ＵＳＢコネクタ、ＳＤ（登録商標）カードコネクタ、又はオーディオコ
ネクタ（例：ヘッドホンコネクタ）を含む。
【００３１】
　ハプティックモジュール１７９は、電気的信号を、使用者が触覚又は運動感覚を介して
認知することができる機械的な刺激（例：振動又は動き）又は電気的な刺激に変換する。
ハプティックモジュール１７９は、例えば、モータ、圧電素子、又は電気刺激装置を含む
。
【００３２】
　カメラモジュール１８０は、静止映像及び動画を撮影する。一実施形態として、カメラ
モジュール１８０は、一つ以上のレンズ、イメージセンサ、イメージシグナルプロセッサ
、又はフラッシュライトを含む。
【００３３】
　電力管理モジュール１８８は、電子装置１０１に供給される電力を管理する。電力管理
モジュール１８８は、例えば、ＰＭＩＣ（ｐｏｗｅｒ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｉｎｔｅ
ｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ）の少なくとも一部として具現される。
【００３４】
　バッテリ１８９は、電子装置１０１の少なくとも一つの構成要素に電力を供給する。バ
ッテリ１８９は、例えば、再充電が不可能な一次電池、再充電が可能な二次電池、又は燃
料電池を含む。
【００３５】
　通信モジュール１９０は、電子装置１０１と外部の電子装置（例：電子装置１０２、電
子装置１０４、又はサーバ１０８）との間の直接（例：有線）通信チャンネル又は無線通
信チャンネルの樹立、及び樹立された通信チャンネルを介した通信の遂行を支援する。通
信モジュール１９０は、プロセッサ１２０（例：アプリケーションプロセッサ）から独立
的に運用され、直接（例：有線）通信又は無線通信を支援する一つ以上のコミュニケーシ
ョンプロセッサを含む。一実施形態として、通信モジュール１９０は、無線通信モジュー
ル（無線通信回路）１９２（例：セルラー通信モジュール、近距離無線通信モジュール、
又はＧＮＳＳ（ｇｌｏｂａｌ　ｎａｖｉｇａｔｉｏｎ　ｓａｔｅｌｌｉｔｅ　ｓｙｓｔｅ
ｍ）／ＧＰＳ（ｇｌｏｂａｌ　ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　ｓｙｓｔｅｍ）通信モジュール
、ＷＰＳ（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）　ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　ｓｙｓｔｅｍ）通信モジ
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ュール、ＧＬＯＮＡＳＳ通信モジュール、ＮＬＰ（ｎｅｔｗｏｒｋ　ｌｏｃａｔｉｏｎ　
ｐｒｏｖｉｄｅｒ）通信モジュール、ＣＰＳ（ｃｅｌｌｕｌａｒ　ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎ
ｇ　ｓｙｓｔｅｍ）通信モジュール）、又は有線通信モジュール１９４（例：ＬＡＮ（ｌ
ｏｃａｌ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ）通信モジュール、又は電力線通信モジュール）を
含む。
【００３６】
　これらの通信モジュールのうちの該当する通信モジュールは、第１ネットワーク１９８
（例：ブルートゥース（登録商標）、ＷｉＦｉ　ｄｉｒｅｃｔ（登録商標）、ＢＬＥ（ｂ
ｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）　ｌｏｗ　ｅｎｅｒｇｙ）、ＷｉＦｉ（登録商標）、ＮＦ
Ｃ（ｎｅａｒ　ｆｉｌｅｄ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）、又はＩｒＤＡ（ｉｎｆｒａ
ｒｅｄ　ｄａｔａ　ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）のような近距離通信ネットワーク）、又は
第２ネットワーク１９９（例：セルラーネットワーク、インターネット、又はコンピュー
ターネットワーク（例：ＬＡＮ又はＷＡＮ）のような遠距離通信ネットワーク）を介して
外部の電子装置と通信する。このような多くの種類の通信モジュールは、一つの構成要素
（例：単一チップ）に統合されるか、又は互いに別途の複数の構成要素（例：複数チップ
）に具現される。一実施形態として、無線通信モジュール１９２は、加入者識別モジュー
ル１９６に記憶された加入者情報（例：国際モバイル加入者識別情報（ｉｎｔｅｒｎａｔ
ｉｏｎａｌ　ｍｏｂｉｌｅ　ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｉｄｅｎｔｉｔｙ、ＩＭＳＩ））を
用いて、第１ネットワーク１９８又は第２ネットワーク１９９のような通信ネットワーク
内で電子装置１０１を確認及び認証する。
【００３７】
　アンテナモジュール１９７は、信号又は電力を外部（例：外部の電子装置）に送信する
か又は外部から受信する。一実施形態として、アンテナモジュール１９７は、一つ以上の
アンテナを含み、この中から、第１ネットワーク１９８又は第２ネットワーク１９９のよ
うな通信ネットワークで使用される通信方式に適した少なくとも一つのアンテナが、例え
ば、通信モジュール１９０によって選択される。信号又は電力は、選択された少なくとも
一つのアンテナを介して通信モジュール１９０と外部の電子装置との間で送信されるか又
は受信される。
【００３８】
　上記構成要素のうちの一部は、周辺機器間の通信方式（例：バス、ＧＰＩＯ（ｇｅｎｅ
ｒａｌ　ｐｕｒｐｏｓｅ　ｉｎｐｕｔ／ｏｕｔｐｕｔ）、ＳＰＩ（ｓｅｒｉａｌ　ｐｅｒ
ｉｐｈｅｒａｌ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）、又はＭＩＰＩ（ｍｏｂｉｌｅ　ｉｎｄｕｓｔｒ
ｙ　ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ））を介して互いに連結され、信号（例：
命令又はデータ）を相互の間で交換する。
【００３９】
　本実施形態において、命令又はデータは、第２ネットワーク１９９に連結されたサーバ
１０８を介して電子装置１０１と外部の電子装置１０４との間で送信又は受信される。電
子装置１０２、１０４のそれぞれは、電子装置１０１と同一又は異なる種類の装置である
。一実施形態として、電子装置１０１で実行される動作の全部又は一部は、外部の電子装
置（１０２、１０４、１０８）のうち、一つ以上の外部の電子装置で実行される。例えば
、電子装置１０１が、ある機能やサービスを自動で、又は使用者や他の装置からの要請に
応じて行わなければならない場合、電子装置１０１は、機能又はサービスを独自に実行す
る代りに又は追加的に、一つ以上の外部の電子装置にその機能又はそのサービスの少なく
とも一部を行うように要請する。要請を受信した一つ以上の外部の電子装置は、要請され
た機能又はサービスの少なくとも一部、又は要請に関わる追加機能又はサービスを実行し
、実行の結果を電子装置１０１に伝達する。電子装置１０１は、受信した結果をそのまま
又は追加的に処理して、要請に対する応答の少なくとも一部として提供する。このために
、例えば、クラウドコンピューティング、分散コンピューティング、又はクライアント－
サーバコンピューティング技術が用いられる。
【００４０】
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　図２は、本発明の一実施形態による電子装置を示すブロック図である。
【００４１】
　図２に示すように、電子装置１０１は、プロセッサ２２０、メモリ２３０、センサモジ
ュール２４０、ディスプレイ２６０、及び通信モジュール２９０を含む。
【００４２】
　本実施形態において、電子装置１０１は、プロセッサ２２０、メモリ２３０、センサモ
ジュール２４０、ディスプレイ（タッチスクリーンディスプレイ）２６０、及び通信モジ
ュール２９０を含むハウジング（図示省略）を備える。例えば、ディスプレイ２６０は、
ハウジングの第１部分（例：前面）を介して露出され、センサモジュール２４０は、第１
部分とは異なる第２部分（例：後面）を介して露出される。
【００４３】
　一実施形態として、センサモジュール２４０は、使用者の生体情報を測定する。センサ
モジュール２４０で測定される使用者の生体情報は、例えば、バイオインピーダンス分析
（ｂｉｏｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ｉｍｐｅｄａｎｃｅ　ａｎａｌｙｚｅｒ、ＢＩＡ）よっ
て測定された情報（例：体脂肪又は体水分）、ストレス指数、運動量、血糖値、睡眠区間
、運動時間、又は心拍情報のうちの少なくとも一つを含む。
【００４４】
　本実施形態において、センサモジュール２４０（例：図１のセンサモジュール１７６）
は、使用者の身体の一部に接触し、接触された使用者の身体の一部から使用者の血圧（ｂ
ｌｏｏｄ　ｐｒｅｓｓｕｒｅ）を測定する。例えば、センサモジュール２４０がＰＰＧ（
ｐｈｏｔｏｐｌｅｔｈｙｓｍｏｇｒａｍ）センサを含む場合、センサモジュール２４０は
、心臓が収縮と弛緩を繰り返しつつ末梢血管の血流量が変化することによって発生する血
管の体積の変化を光センサを用いて測定する。ＰＰＧセンサは、光の透過量を用いて血管
内の血液量の変化を測定する。ＰＰＧセンサは、一つ以上のＰＤ（ｐｈｏｔｏ　ｄｉｏｄ
ｅ）及び一つ以上のＬＥＤ（ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｄｉｏｄｅ）から成る。Ｌ
ＥＤは、電気エネルギーを光エネルギーに転換する。ＰＤは、光エネルギーを電気エネル
ギーに変換する。ＬＥＤから光が肌に伝えられると、肌によって一部が吸収され、残りの
反射された光をＰＤが検出する。ＬＥＤは、一つ以上の波長を有する。例えば、ＬＥＤは
、ＩＲ（ｉｎｆｒａｒｅｄ）及び可視光（Ｒｅｄ、Ｂｌｕｅ、Ｇｒｅｅｎ）のうちの少な
くとも一つを有する。電子装置１０１の使用者は、ＰＤ及びＬＥＤから成るＰＰＧセンサ
を内蔵した電子装置１０１の一部の領域を指に接触させ、一定時間以上、接触を維持する
ことにより血液量の変化を測定する。心臓の収縮期には血管に血液が多くなってＰＤで検
出される光の量が少なくなり、弛緩期には血管から血液が抜けてＰＤで検出される光の量
が増加する。ＰＰＧセンサは、信号を処理して多くのパラメータ（例：信号ピークの大き
さ、ダイクロティックノッチ（ｄｉｃｒｏｔｉｃ　ｎｏｔｃｈ）、ピーク間の大きさ、又
は波形の面積の比率など）を抽出し、抽出されたパラメータから血圧を推定する。ＰＰＧ
センサを用いて血圧を測定する技術は、ＰＷＡ（ｐｕｌｓｅ　ｗａｖｅ　ａｎａｌｙｓｉ
ｓ）技術と称される。
【００４５】
　他の例を挙げると、センサモジュール２４０は、ＰＰＧセンサと、加速度センサ又はＥ
ＣＧセンサとを含む。ＥＣＧセンサは、心臓の収縮及び弛緩により発生する電気的生体信
号である心電図（ＥＣＧ信号）を測定する。加速度センサは、心臓のメカニカルな振動で
ある心弾動（ＢＣＧ（ｂａｌｌｉｓｔｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｙ）信号）を測定する。
電子装置１０１（例：プロセッサ２２０）は、ＰＰＧセンサを介して末梢で測定された脈
波と、心電図又は心弾図とに基づいて、血管の抵抗能力による心臓から末梢までの脈波伝
播時間（ｐｕｌｓｅ　ｔｒａｎｓｉｔ　ｔｉｍｅ、ＰＴＴ）を決定する。電子装置１０１
は、ＰＴＴ測定方式を含むＰＷＶ（ｐｕｌｓｅ　ｗａｖｅ　ｖｅｌｏｃｉｔｙ）方式に基
づいて使用者の血圧情報を推定する。一実施形態として、電子装置１０１は、脈波及び心
電図を同時に測定するか、又は脈波及び心弾図を同時に測定する。
【００４６】
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　ディスプレイ２６０（例：図１の表示装置１６０）は、プロセッサ２２０の制御により
、キャリブレーションを要請する多様なユーザインターフェース（ＵＩ）画面を表示する
。例えば、ディスプレイ２６０は、キャリブレーションに関わる場所の情報を表示する。
他の例を挙げると、ディスプレイ２６０は、キャリブレーションの信頼度に基づいて使用
者の血圧を示すＵＩ画面を表示する。
【００４７】
　通信モジュール２９０（例：図１の通信モジュール１９０）は、電子装置１０１の位置
を測定する。例えば、ＧＰＳ、ＷＰＳ、ＧＬＯＮＡＳＳ、ＮＬＰ、又はＣＰＳのような位
置測定が可能な通信モジュールを利用するか、ブルートゥース（登録商標）、ＢＬＥ、Ｗ
ｉＦｉ（登録商標）、又はＮＦＣのような近距離通信モジュールを用いて電子装置１０１
の位置を測定する。通信モジュール２９０は、プロセッサ２２０の制御により、電子装置
１０１に連結された外部の電子装置と通信する。外部の電子装置は、例えば、スマートフ
ォン、タブレット、ウェアラブル（ｗｅａｒａｂｌｅ）装置、ニアラブル（ｎｅａｒａｂ
ｌｅ）装置、医療機器、パッチ、又はサーバのうちの少なくとも一つを含む。一実施形態
として、電子装置１０１は、通信モジュール２９０を省略することができる。
【００４８】
　本実施形態において、プロセッサ２２０（例：図１のプロセッサ１２０）は、電子装置
１０１の全般的な機能を実行させるために、センサモジュール２４０、ディスプレイ２６
０、通信モジュール２９０、及びメモリ２３０と作動的に（ｏｐｅｒａｔｉｖｅｌｙ）連
結される。プロセッサ２２０は、少なくとも一つ以上のプロセッサから成り、物理的に分
けられ高性能処理を遂行するメインプロセッサと、低電力処理を遂行する補助プロセッサ
とに分けて駆動される。例えば、センサモジュール２４０は補助プロセッサに連結されて
、２４時間モニタリングを遂行する。状況に応じて、一つのプロセッサが高性能と低電力
とをスイッチングしながら処理する。プロセッサ２２０は、例えば、アプリケーションプ
ロセッサ（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ、ＡＰ）を含む。
【００４９】
　プロセッサ２２０は、キャリブレーションの経過時間、生体情報、又は血圧情報を確認
する。キャリブレーションの経過時間は、以前のキャリブレーションの後、又は対比して
経過した時間を意味する。プロセッサ２２０は、生体情報又は血圧情報をセンサモジュー
ル２４０で測定するか、又は使用者の入力によってメモリ２３０（例：アプリケーション
１４６）に記憶する。センサモジュール２４０で確認される生体情報は、例えば、ＢＩＡ
によって測定された情報、ストレス指数、運動量、血糖値、睡眠区間、運動時間、又は心
電図のうちの少なくとも一つを含む。使用者の入力に応じて確認される生体情報は、例え
ば、身体質量指数（ｂｏｄｙ　ｍａｓｓ　ｉｎｄｅｘ、ＢＭＩ）、ストレス指数、血糖値
、又は心拍情報のうちの少なくとも一つを含む。
【００５０】
　プロセッサ２２０は、キャリブレーションの経過時間、使用者の生体情報、及び使用者
の血圧情報のうちの少なくとも一つに基づいてキャリブレーションの信頼度（ｒｅｌｉａ
ｂｉｌｉｔｙ）を決定する。例えば、プロセッサ２２０は、経過時間、生体情報、及び血
圧情報それぞれの特徴に基づいて加重値（ｗｅｉｇｈｔ）を適用する。
【００５１】
　プロセッサ２２０は、信頼度に基づいてキャリブレーションに関わるイベントが発生し
たか否かを確認する。キャリブレーションに関わるイベントは、例えば、キャリブレーシ
ョンの満了時点が到達した瞬間を意味する。キャリブレーションの満了時点は、例えば、
キャリブレーションの信頼度に基づいて決定される。他の例を挙げると、キャリブレーシ
ョンに関わるイベントは、キャリブレーションの信頼度が予め指定された臨界値未満であ
るか否かを意味する。臨界値は、一つ又は複数個であってもよい。
【００５２】
　プロセッサ２２０は、通信モジュール２９０を介して外部の電子装置に電子装置１０１
の位置情報を転送し、外部の電子装置からキャリブレーションに関わる情報を受信する。
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一実施形態として、プロセッサ２２０は、ディスプレイ２６０にキャリブレーションを要
請するＵＩ画面を表示する。他の実施形態として、プロセッサ２２０は、音又は振動によ
ってキャリブレーションを要請する。また、プロセッサ２２０は、メモリ２３０にデータ
を記憶するか、又はメモリ２３０からデータを読み取る。
【００５３】
　メモリ２３０（例：図１のメモリ１３０）は、プロセッサ２２０が電子装置１０１の動
作を遂行するために使用するインストラクション（ｉｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎｓ）を記憶す
る。メモリ２３０は、キャリブレーションに関わる情報を含む。キャリブレーションに関
わる情報は、例えば、キャリブレーション経過時間、満了時点、又は信頼度を意味する。
また、メモリ２３０は、使用者の生体情報、血圧値、又はキャリブレーションに関わる場
所の情報を記憶する。
【００５４】
　図３は、本発明の一実施形態によるキャリブレーションの信頼度を示すグラフである。
【００５５】
　図３に示すように、図中のグラフ３０１、グラフ３０２、及びグラフ３０３は、それぞ
れ互いに異なる状況に応じたキャリブレーションの信頼度の変化を示す。図３に示す各グ
ラフは、単なる例示に過ぎず、本明細書に記載されるキャリブレーションの信頼度は、図
３に示す例に限定されるものではない。グラフ３０１、グラフ３０２、及びグラフ３０３
において、縦軸はキャリブレーションの信頼度（ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ　ｒｅｌｉａｂ
ｉｌｉｔｙ）、横軸は時間（ｔｉｍｅ）を示す。キャリブレーションの信頼度は、例えば
、０から１で表現される。
【００５６】
　一実施形態として、キャリブレーションの信頼度は、時間が経つにつれて、使用者の生
体情報の変化、血圧情報の変化、電子装置１０１の性能、又は他の多様な原因によって持
続的に低下する。信頼度は、時間に比例して低下するか、又は特定の状況によって急激に
低下する。また、信頼度が低下する勾配は、特定の状況によって変更される。例えば、グ
ラフ３０１に示すように、キャリブレーションの信頼度は、時間（例：キャリブレーショ
ンの経過時間）に比例して持続的に低下する。他の例を挙げると、グラフ３０２に示すよ
うに、電子装置１０１の使用者の体重が５０ｋｇから５８ｋｇに急激に増加すると、血圧
上昇の原因となる因子（ｆａｃｔｏｒ）が増加するので、信頼度は低下する。電子装置１
０１は、使用者の体重が増加したとのイベントを外部の電子装置（例：図１の電子装置１
０２、電子装置１０４、又はサーバ１０８）から受信するか、又は使用者の入力によって
受信する。他の例を挙げると、グラフ３０３に示すように、血圧変異度（ｂｌｏｏｄ　ｐ
ｒｅｓｓｕｒｅ　ｖａｒｉａｂｉｌｉｔｙ）が発散するなどの特異点が感知されると、信
頼度は低下する。電子装置１０１は、上述した多様な原因を測定することによってキャリ
ブレーションの信頼度を測定又は推定することで、キャリブレーションの満了時点を決定
する。満了時点は、例えば、信頼度が０となる時点を意味する。キャリブレーションの満
了時点に到達すると、電子装置１０１はキャリブレーションを要請するＵＩ画面を使用者
に提供する。
【００５７】
　本発明の一実施形態において、電子装置１０１は、キャリブレーションの信頼度を複数
の段階（ｓｔａｇｅ）に区分する。例えば、グラフ３０１に示すように、電子装置１０１
は、信頼度が高い段階３１０（例：０．７～１）、中間段階３２０（例：０．３５～７）
、及び低い段階３３０（例：０～０．３５）に区分する。信頼度が低下するのに従って信
頼度の段階も変更される。電子装置１０１は、信頼度の段階に基づいて互いに異なるＵＩ
画面を使用者に提供することにより、キャリブレーションを要請する程度を調節する。
【００５８】
　図３及び以下で説明する実施形態は、血圧情報のキャリブレーションに対する信頼度を
確認する例を示すが、血圧情報でない他の測定情報にも同一の原理が適用される。例えば
、電子装置１０１は、ストレス指数又は心血管関連指数のキャリブレーション信頼度を確
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認する。一実施形態において、心血管関連指数のキャリブレーションの満了時点は、血圧
情報のキャリブレーションの満了時点よりも遅く、心血管関連指数のキャリブレーション
信頼度は、同一時間に対して血圧情報のキャリブレーション信頼度よりも少なく低下する
ので、電子装置１０１は、測定情報の種類（ｔｙｐｅ）に応じてキャリブレーションの満
了時点を適応的に管理することができる。
【００５９】
　図４Ａは、本発明の一実施形態によるキャリブレーションの信頼度に基づいてキャリブ
レーションを要請する電子装置の動作を示すフローチャートである。図４Ａに示す動作は
、電子装置１０１又はプロセッサ２２０によって実行される。
【００６０】
　図４Ａに示すように、動作方法４００のステップ４０５で、プロセッサ２２０は、キャ
リブレーションの経過時間と、センサモジュール２４０で測定された使用者の生体情報及
び使用者の血圧情報とのうちの少なくとも一つに基づいてキャリブレーションの信頼度を
決定する。一実施形態として、プロセッサ２２０は、キャリブレーションの信頼度を周期
的に決定するか、又は電子装置１０１の使用者がセンサモジュール２４０で血圧を測定す
る度に決定する。
【００６１】
　例えば、第１時点に対する第１変数（すなわち、キャリブレーションの信頼度）は、下
記の数式１で表現される。
【００６２】
【数１】

数式１中、Ｒｉは、現在のキャリブレーションの信頼度（すなわち、第２時点に対する第
２変数）、Ｒｉ－１は、前のキャリブレーションの信頼度（すなわち、第１時点に対する
第１変数）を意味する。Δｔは、前のキャリブレーションからの経過時間（すなわち、第
１時点と第２時点との差）、Δｂｉｏ－ｉｎｆｏは、前のキャリブレーションに対する使
用者の生体情報の変化量（すなわち、複数の第１パラメータと複数の第２パラメータとの
差）、ΔＢＰＶは、前のキャリブレーションに対する血圧情報の変化量、ｗ１はΔｔに対
する加重値、ｗ２は、Δｂｉｏ－ｉｎｆｏに対する加重値、ｗ３は、ΔＢＰＶに対する加
重値を意味する。ｂは、バイアス（ｂｉａｓ）を意味する。
【００６３】
　ステップ４１０で、プロセッサ２２０は、信頼度に基づいてキャリブレーションに関わ
るイベントが発生したか否かを確認する。キャリブレーションに関わるイベントは、例え
ば、キャリブレーションの満了時点が到達した瞬間を意味する。他の例を挙げると、キャ
リブレーションに関わるイベントは、満了時点から一定時間以前の時点を意味する。例え
ば、プロセッサ２２０が信頼度に基づいてキャリブレーションの満了時点を１０日後に決
定すると、キャリブレーションに関わるイベントは、１０日後から５日前、２日前、１日
前、又は１時間前の特定の時点に設定される。他の例を挙げると、キャリブレーションに
関わるイベントは、電子装置１０１が予め指定された場所又はジオフェンス（ｇｅｏ－ｆ
ｅｎｃｅ）に到達した場合を意味する。さらに他の例を挙げると、キャリブレーションに
関わるイベントは、キャリブレーションの信頼度が指定された臨界値未満であるか否か、
又は指定された臨界値に到達して信頼度が異なる段階に変更されるか否かの臨界値を意味
する。臨界値は、一つ又は複数個である。例えば、臨界値は、図３のグラフ３０１に示さ
れた各段階（３１０、３２０、及び３３０）の境界区間を意味する。
【００６４】
　ステップ４１５で、プロセッサ２２０は、キャリブレーションを要請するＵＩ画面をデ
ィスプレイ２６０に表示する。例えば、プロセッサ２２０は、キャリブレーション以前の
残余日数を表すキャリブレーション時点（ｐｏｉｎｔ）をディスプレイ２６０に表示する
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。残余日数は、例えば、指定された区間に信頼度を掛ける方式で決定される。他の実施形
態として、プロセッサ２２０は、音又は振動によってキャリブレーションを要請する。
【００６５】
　本実施形態において、キャリブレーションの満了時点が差し迫るか又は過ぎると、プロ
セッサ２２０は要請の頻度数を増やす。一実施形態として、プロセッサ２２０は、キャリ
ブレーションに関わる場所又はジオフェンスをディスプレイ２６０に表示することによっ
て、キャリブレーションを要請する。キャリブレーションに関わる場所は、例えば、病院
、フィットネスセンター、保健所、体育館、及び公共施設などの、電子血圧計を保有して
いる場所のうちの少なくとも一つを含む。キャリブレーションに関わる場所を示す情報は
、電子装置１０１のメモリ１３０又は２３０に予め記憶されるか、又は電子装置１０１が
サーバ１０８から当該情報を受信する。
【００６６】
　一実施形態として、キャリブレーションの信頼度が高い場合、プロセッサ２２０は広い
半径内の場所を表示する。キャリブレーションの信頼度が低い場合、プロセッサ２２０は
優先的に、使用者が登録した場所、電子装置１０１の現在位置に最寄りの場所、又は以前
にキャリブレーションが遂行された場所を表示する。他の実施形態として、プロセッサ２
２０は、電子装置１０１の現在位置をキャリブレーションに関わる場所とともに表示する
。さらに他の実施形態として、電子装置１０１が指定された場所に進入するか、又は指定
された場所を選択する使用者の入力を受信すると、プロセッサ２２０は、血圧計の保管位
置、個数、待機時間などをポップアップで表示する。電子血圧計と電子装置１０１とが通
信を遂行すると、プロセッサ２２０は、電子血圧計の使用方法をディスプレイ２６０に表
示する。使用者は、個人認証の確認後、電子装置１０１と電子血圧計とを共に用いること
によって血圧を測定する。電子血圧計で測定されたキャリブレーション情報は、ネットワ
ークを介して伝送されるか、又は認証されたクラウドサーバを介して伝送さられる。
【００６７】
　本実施形態において、プロセッサ２２０は、キャリブレーションが遂行された後に測定
された血圧をディスプレイ２６０に表示する。プロセッサ２２０は、測定された血圧をキ
ャリブレーションの信頼度とともに表示する。
【００６８】
　図４Ｂは、本発明の一実施形態によるキャリブレーションの時点に関係した情報を提供
する電子装置の動作を示すフローチャートである。
【００６９】
　図４Ｂの動作方法４５０に示すように、ステップ４５５で、プロセッサ２２０は、任意
の第１区間（ｄｕｒａｔｉｏｎ）の間にセンサモジュール２４０から第１データを受信す
る。本実施形態において、プロセッサ２２０は、センサモジュール２４０（例：ＰＰＧセ
ンサ）から第１データを受信する。
【００７０】
　ステップ４６０で、プロセッサ２２０は、受信した第１データから複数の第１パラメー
タを決定する。第１パラメータは、生体情報及び血圧情報（例：血圧値）のうちの少なく
とも一つを含む。生体情報は、例えば、ＢＩＡによって測定された情報、ストレス指数、
運動量、血糖値、睡眠区間、運動時間、又は心電図を含む。
【００７１】
　ステップ４６５で、プロセッサ２２０は、複数の第１パラメータのうちの少なくとも二
つの第１パラメータに少なくとも一部基づいて、第１時点に対する第１変数（例：信頼度
）を時間に合わせて（ｉｎ　ｔｉｍｅ）決定する。
【００７２】
　ステップ４７０で、プロセッサ２２０は、第１区間とは異なる第２区間の間にセンサモ
ジュール２４０から第２データを受信する。
【００７３】
　ステップ４７５で、プロセッサ２２０は、第２データから複数の第２パラメータを決定
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する。第２パラメータは、生体情報及び血圧情報（例：血圧値）のうちの少なくとも一つ
を含む。生体情報は、例えば、ＢＩＡによって測定された情報、ストレス指数、運動量、
血糖値、睡眠区間、運動時間、又は心電図を含む。
【００７４】
　ステップ４８０で、プロセッサ２２０は、複数の第２パラメータのうちの少なくとも二
つの第２パラメータに少なくとも一部基づいて、第２時点に対する第２変数（例：信頼度
）を時間に合わせて決定する。プロセッサ２２０は、図４Ａの数式１に基づいて第２変数
を決定する。
【００７５】
　ステップ４８５で、プロセッサ２２０は、第２変数に少なくとも一部基づいてキャリブ
レーション時点を決定する。キャリブレーション時点は、キャリブレーション以前の残余
日数で表現され、残余日数は指定された区間に第２変数を掛ける方式で決定される。
【００７６】
　ステップ４９０で、プロセッサ２２０は、キャリブレーション時点に関係した情報を提
供する。例えば、プロセッサ２２０は、血圧値及び第２変数のうちの少なくとも一つに関
わる情報をディスプレイ２６０に表示する。
【００７７】
　図５は、本発明の一実施形態によるキャリブレーションの信頼度及び指定された臨界値
に基づいてキャリブレーションを要請する電子装置の動作を示すフローチャートである。
【００７８】
　図５に示すように、動作方法５００のステップ５０５で、プロセッサ２２０は、キャリ
ブレーションの信頼度を決定する。例えば、プロセッサ２２０は、使用者の生体情報、キ
ャリブレーションの経過時間、及び血圧情報のうちの少なくとも一つに基づいて信頼度を
決定する。
【００７９】
　ステップ５１０で、プロセッサ２２０は、決定された信頼度が予め指定された臨界値未
満であるか否かを確認する。臨界値は、一つ又は複数個である。例えば、臨界値は、図３
に示す信頼度が高い段階３１０、中間段階３２０、及び低い段階３３０の間の境界区間を
意味する。臨界値は、電子装置１０１が使用される国家、電子装置１１０の性能、センサ
モジュール２４０の性能、使用目的（例：メディカル専用又はウェルネス専用）に応じて
別個に設定される。信頼度が予め指定された臨界値未満でなければ、プロセッサ２２０は
、ステップ５０５及びステップ５１０を繰り返す。信頼度が予め指定された臨界値未満で
あると、プロセッサ２２０は、ステップ５１５を実行する。
【００８０】
　ステップ５１５で、プロセッサ２２０は、キャリブレーションを要請するＵＩをディス
プレイに表示するか、又は音又は振動で通知する。プロセッサ２２０は、変更された信頼
度に基づいてキャリブレーションを要請するＵＩを適応的に表示する。例えば、信頼度が
低いほど、電子装置１０１に記憶された血圧情報が正確でないことを意味するので、プロ
セッサ２２０は、ジオフェンスの半径が増加するように制御するか、又は要請の頻度を増
やす。一実施形態として、カメラアプリケーション又は拡張現実（ａｕｇｍｅｎｔｅｄ　
ｒｅａｌｉｔｙ、ＡＲ）アプリケーションが電子装置１０１で実行されると、プロセッサ
２２０は、実行されたアプリケーション上でキャリブレーションに関わる場所をＡＲ形態
で表示する。
【００８１】
　図６は、本発明の一実施形態によるキャリブレーションの満了時点に基づいてキャリブ
レーションを要請する電子装置の動作を示すフローチャートである。
【００８２】
　図６に示すように、動作方法６００のステップ６０５で、プロセッサ２２０は、キャリ
ブレーションの信頼度を決定する。例えば、プロセッサ２２０は、使用者の生体情報、キ
ャリブレーションの経過時間、及び血圧情報のうちの少なくとも一つに基づいて信頼度を
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決定する。
【００８３】
　ステップ６１０で、プロセッサ２２０は、キャリブレーションの満了時点が到達したか
否かを決定する。満了時点が到達していない場合、プロセッサ２２０は、ステップ６０５
及びステップ６１０を繰り返す。満了時点が到達した場合、プロセッサ２２０は、ステッ
プ６１５を実行する。
【００８４】
　ステップ６１５で、プロセッサ２２０は、キャリブレーションを要請するＵＩ画面をデ
ィスプレイに表示するか、又は音若しくは振動で通知する。例えば、プロセッサ２２０は
、記憶された血圧情報が正確でないことを示すＵＩ画面を表示する。
【００８５】
　キャリブレーションの満了時点が到達すると、血圧情報が正確でないので、プロセッサ
２２０は、血圧情報をメディカル専用からウェルネス専用に変更する。
【００８６】
　図７は、本発明の一実施形態によるキャリブレーションに関わる場所の情報を共有する
電子装置及び外部電子装置の動作を示すフローチャートである。図７に示す動作は、電子
装置１０１がキャリブレーションに関わるイベントを感知した後の動作、又は電子装置１
０１がキャリブレーションに関わるイベントの感知の有無に関わりなく周期的に実行する
動作を示す。
【００８７】
　図７に示すように、ネットワーク環境７００（例：図１のネットワーク環境１００）で
、外部電子装置７０１は、キャリブレーションに関わる情報を記憶する個体（ｅｎｔｉｔ
ｙ）を意味する。例えば、外部電子装置７０１は、スマートフォン、タブレット、ウェア
ラブル装置、ニアラブル装置、医療機器、パッチ、又はサーバのうちの少なくとも一つを
含む。
【００８８】
　ステップ７０５で、電子装置１０１は、通信モジュール２９０を介して電子装置１０１
の位置を確認する。例えば、ＧＰＳ、ＷＰＳ、ＧＬＯＮＡＳＳ、ＮＬＰ、又はＣＰＳのよ
うな位置測定が可能な通信モジュールを用いるか、又はブルートゥース（登録商標）、Ｂ
ＬＥ、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）、又はＮＦＣのような近距離通信モジュールを用いて電子
装置１０１の位置を測定する。電子装置１０１は、キャリブレーションの信頼度に基づい
て位置を確認する頻度を変更する。例えば、キャリブレーションの信頼度が低下するほど
、記憶された血圧情報が正確でないことを意味するので、電子装置１０１は、位置を確認
する頻度を増やす。
【００８９】
　ステップ７１０で、電子装置１０１は、確認された電子装置１０１の位置情報を外部電
子装置７０１に転送する。一実施形態として、位置情報は、キャリブレーションに関わる
場所の情報を要請するデータを含む。
【００９０】
　ステップ７１５で、電子装置１０１は、外部電子装置７０１からキャリブレーションに
関わる場所の情報を受信する。当該情報は、特定の場所又はジオフェンスを含む。キャリ
ブレーションに関わる場所は、例えば、病院、フィットネスセンター、保健所、体育館、
及び公共施設などの電子血圧計を保有している場所のうちの少なくとも一つを含む。
【００９１】
　ステップ７２０で、電子装置１０１は、電子装置１０１の位置及びキャリブレーション
に関わる場所の情報をディスプレイ２６０に表示する。
【００９２】
　図８は、本発明の一実施形態によるキャリブレーションに関わる場所の情報を提供する
ユーザインターフェース画面を示す図である。
【００９３】
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　図８に示すように、電子装置１０１は、信頼度の段階（例：高い段階、中間段階、又は
低い段階）に応じて場所の情報を別個に表示する。例えば、信頼度の段階が高い段階では
、電子装置１０１は、画面８０１に示すように、都市（ｃｉｔｙ）を基準に場所の情報を
表示するか、又は予め指定された半径（例：１０ｋｍ）を基準に場所の情報を表示する。
他の例を挙げると、信頼度が中間段階では、電子装置１０１は、画面８０２に示すように
、電子装置１０１の近く（ｎｅａｒｂｙ）の場所を基準に場所の情報を表示するか、又は
予め指定された半径（例：２ｋｍ）を基準に場所の情報を表示する。さらに他の例を挙げ
ると、信頼度が低い段階では、キャリブレーションの満了時点が到達すると、電子装置１
０１は、予め指定された半径（例：１ｋｍ）を基準に場所の情報を表示するか、最寄りの
場所の情報を表示するか、画面８０３に示すように、電子装置１０１の現在位置から指定
された場所（例：最寄りの場所）までの経路を表示するか、又は画面８０４に示すように
、予め指定された場所に対応するイメージを表示する。例えば、カメラアプリケーション
又はＡＲアプリケーションが電子装置１０１で実行されると、プロセッサ２２０は、実行
されたアプリケーション上でキャリブレーションに関わる場所をＡＲ形態で表示する。電
子装置１０１は、予め指定された場所に対応するイメージの詳細な位置情報（例：階数）
、待機者数、又は備えられた装置を表示する。
【００９４】
　一実施形態として、電子装置１０１は、複数の場所の情報を表示することなく、予め指
定された場所の情報を使用者に推薦する。例えば、電子装置１０１は、画面８０３に示す
ように、電子装置１０１に最寄りの場所を推薦する。他の例を挙げると、電子装置１０１
は、予め記憶された場所（例：家、職場、教会、又は学校）等間の経路に位置する場所を
推薦する。
【００９５】
　図９Ａ及び図９Ｂは、本発明の一実施形態によるキャリブレーションに関わる場所の情
報をジオフェンス（ｇｅｏ－ｆｅｎｃｅ）に基づいて提供する実施例を説明する図である
。図９Ａは、キャリブレーションに関わる場所の情報をジオフェンスに基づいて提供する
電子装置の動作を示すフローチャートであり、図９Ｂは、ジオフェンスの半径を信頼度に
基づいて変更する動作を説明する図である。
【００９６】
　キャリブレーションは、血圧測定結果の正確度を向上させるので、電子装置１０１は、
キャリブレーションに関わるイベントが感知されなくとも、周期的に、又は特定の条件に
応じてキャリブレーションを使用者に要請する。電子装置１０１は、頻繁にキャリブレー
ションを要請することにより発生する使用者の不便さを防止するため、電子装置１０１が
指定されたジオフェンス内に位置する場合に限ってキャリブレーションを要請する。
【００９７】
　図９Ａの動作方法９００に示すように、ステップ９０５で、プロセッサ２２０は、キャ
リブレーションに関わる場所の情報に対するジオフェンスの半径を設定する。例えば、プ
ロセッサ２２０は、図７のステップ７１５で、外部電子装置７０１から場所の情報を受信
した後にステップ９０５を遂行する。
【００９８】
　一実施形態として、ジオフェンスの半径は、キャリブレーションの信頼度に基づいて変
更される。ジオフェンスの半径が小さいほど、電子装置１０１がジオフェンス内に位置す
る場合が減少するため、使用者に通知する頻度が減少し、逆にジオフェンスの半径が大き
くなると、使用者に通知する頻度が増加する。例えば、図９Ｂに示すように、キャリブレ
ーションの信頼度が高い段階である場合、プロセッサ２２０は、画面９０１に示すように
、ジオフェンスを予め指定された半径（例：１ｋｍ）に設定する。他の例を挙げると、キ
ャリブレーションの信頼度が中間段階である場合、プロセッサ２２０は、画面９０２に示
すように、ジオフェンスを予め指定された半径（例：１００ｍ）に設定する。さらに他の
例を挙げると、キャリブレーションの信頼度が低い段階である場合、プロセッサ２２０は
、画面９０３に示すように、ジオフェンスを予め指定された半径（例：１０ｍ）に設定す
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る。
【００９９】
　他の実施形態として、ジオフェンスの半径は、キャリブレーションに関わる場所の個数
に基づいて決定される。例えば、都市地域のように、キャリブレーションに関わる場所の
個数が多い地域に電子装置１０１が位置する場合、プロセッサ２２０は、ジオフェンスの
半径を小さく設定する。他の例を挙げると、郊外地域のように、キャリブレーションに関
わる場所の個数が少ない地域に電子装置１０１が位置する場合、プロセッサ２２０は、ジ
オフェンスの半径を大きく設定する。
【０１００】
　ステップ９１０で、プロセッサ２２０は、電子装置１０１が予め設定されたジオフェン
スの半径内に進入したか否かを確認する。電子装置１０１がジオフェンスの半径内に進入
していない場合、プロセッサ２２０は、キャリブレーションを要請することなく、動作９
１０を繰り返し遂行する。
【０１０１】
　電子装置１０１が予め設定されたジオフェンス内に進入したことをプロセッサ２２０が
確認（感知）すると、プロセッサ２２０は、キャリブレーションを要請するＵＩ画面を表
示する。例えば、プロセッサ２２０は、図８の画面８０１から画面８０３に示すように、
信頼度に基づいて、キャリブレーションに関わる場所の情報を指定された半径を基準に表
示する。他の例を挙げると、プロセッサ２２０は、画面８０４に示すように、指定された
場所に対応するイメージの詳細な位置情報、待機者数、又は備えられた装置を表示する。
【０１０２】
　図１０は、本発明の一実施形態によるキャリブレーションに関わる場所の情報をポップ
アップ（ｐｏｐ－ｕｐ）の形態で提供するユーザインターフェース画面を示す図である。
【０１０３】
　図１０の画面１００１に示すように、電子装置１０１は、特定の場所を選択する使用者
の入力を受信するか、又は電子装置１０１が特定の場所に進入したことの確認（感知）に
応答して、選択された場所に関わる情報をポップアップの形態で表示する。場所に関わる
情報は、例えば、備えられた装置の種類又は個数、場所の名称、待機者数、及び電話番号
のうちの少なくとも一つを含む。
【０１０４】
　図１１は、本発明の一実施形態によるキャリブレーションの信頼度及び使用者の推定血
圧を表すユーザインターフェース表示（画面）を示す図である。
【０１０５】
　使用者の推定血圧を表すために、最近（アップデートされた）のキャリブレーションに
対して高い加重値を与え、以前のキャリブレーション（補正）値には順次影響力を減らす
方法を適用する。満了時点の近傍で推定された血圧は、新たなキャリブレーション情報を
用いてアップデートする。ＰＰＧロギングデータは、一定期間サーバに記憶される。
【０１０６】
　図１１に示すように、電子装置１０１は、キャリブレーションの信頼度に応じて推定さ
れた血圧値をディスプレイ２６０に表示する。血圧値は、収縮期血圧（ＳＢＰ、Ｓｙｓｔ
ｏｌｉｃ　Ｂｌｏｏｄ　Ｐｒｅｓｓｕｒｅ）、弛緩期血圧（ＤＢＰ、Ｄｉａｓｔｏｌｉｃ
　Ｂｌｏｏｄ　Ｐｒｅｓｓｕｒｅ）、平均血圧（ＭＡＰ、Ｍｅａｎ　Ａｒｔｅｒｉａｌ　
Ｐｒｅｓｓｕｒｅ）などで表示される。例えば、グラフ１１０１に示すように、信頼度が
高い段階であると、推定された血圧の正確度も高いため、電子装置１０１は、血圧値を狭
い信頼区間（例えば、４ｍｍＨｇ）で表示する。信頼度が低い段階に進入するほど血圧値
の正確度は低くなるため、電子装置１０１は、グラフ１１０２又はグラフ１１０３に示す
ように、信頼区間（例えば、それぞれ１０ｍｍＨｇ、２０ｍｍＨｇ）を広く表示する。
【０１０７】
　図１２は、本発明の一実施形態によるキャリブレーションの信頼度及び使用者の推定血
圧を表す他のユーザインターフェース表示（画面）を示す図である。
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【０１０８】
　図１２に示すように、電子装置１０１は、血圧値を時間に沿って表示する。グラフ１２
０１は、電子装置１０１が血圧を測定する度に決定された血圧値を示す。グラフ１２０１
における横軸は、時間又はキャリブレーションの累積測定の回数を示す。グラフ１２０２
は、日付（例：一日）ごとに血圧値を示す。グラフ１２０２における横軸は、日付を示す
。グラフ１２０１及びグラフ１２０２における縦軸は、キャリブレーションの信頼度を示
す。電子装置１０１は、グラフ１２０１又はグラフ１２０２を介して、収縮期血圧（ＳＢ
Ｐ）及び弛緩期血圧（ＤＢＰ）を時間軸に対して表示する。
【０１０９】
　電子装置１０１は、キャリブレーションの信頼度に基づいて、測定された血圧値の信頼
区間を別個に表示する。例えば、グラフ１２０１で、時間が経つにつれてキャリブレーシ
ョンの信頼度が下がるので、電子装置１０１は、信頼区間を広く表示する。参照符号１２
１０の時点でキャリブレーションが遂行されると信頼度は増加するので、電子装置１０１
は、信頼区間を狭く表示する。他の例を挙げると、グラフ１２０２で、信頼度が減少する
と、電子装置１０１は、ＳＢＰ値及びＤＢＰ値を相対的に薄暗く表示するか、又は他の色
相で表示する。参照符号１２２０の時点でキャリブレーションが遂行されると信頼度が増
加するので、電子装置１０１は、再びＳＢＰ値及びＤＢＰ値を以前の状態で表示する。
【０１１０】
　上述したように、電子装置（例：図１の電子装置１０１）は、センサモジュール（例：
図２のセンサモジュール２４０）、メモリ（例：図２のメモリ２３０）、ディスプレイ（
例：図２のディスプレイ２６０）、及びプロセッサ（例：図２のプロセッサ２２０）を含
み、プロセッサは、キャリブレーション（ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ）の経過時間と、セン
サモジュールで測定された使用者の生体情報及び血圧情報とのうちの少なくとも一つに基
づいてキャリブレーションの信頼度（ｒｅｌｉａｂｉｌｉｔｙ）を決定し、信頼度に基づ
いて、キャリブレーションに関わるイベントが発生したか否かを決定し、ディスプレイに
キャリブレーションを要請するユーザインターフェース（ｕｓｅｒ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ
、ＵＩ）（例：図８の画面８０１～画面８０４のうちの一つ、又は図１０の画面１００１
）画面を表示するように制御する。
【０１１１】
　プロセッサは、信頼度が指定された臨界値未満であると、ディスプレイにキャリブレー
ションを要請するＵＩを表示するように制御する。
【０１１２】
　臨界値は複数個含まれ、プロセッサは、信頼度に基づいて複数の臨界値を設定するよう
に制御する。
【０１１３】
　プロセッサは、信頼度に基づいてキャリブレーションの満了時点を決定し、満了時点に
到達すると、ディスプレイにキャリブレーションを要請するＵＩを表示するように制御す
る。
【０１１４】
　本実施形態による電子装置は、通信モジュール（例：図２の通信モジュール２９０）を
さらに含み、プロセッサは、通信モジュールを介して電子装置の位置を測定し、測定され
た位置に関する情報を外部電子装置（例：図７の外部電子装置７０１）に転送し、外部電
子装置からキャリブレーションに関わる場所の情報を受信し、受信した場所の情報をディ
スプレイに表示するように制御する。
【０１１５】
　プロセッサは、信頼度に基づいて、場所の情報が表示される半径を別個に設定するよう
に制御する。
【０１１６】
　プロセッサは、信頼度に基づいて、場所の情報に対するジオフェンスの半径を別個に設
定するように制御する。
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【０１１７】
　プロセッサは、ディスプレイに、使用者の血圧情報を信頼度を示す信頼区間（例：図１
１の１１０１、１１０２、１１０３のうちの一つ）とともに表示し、プロセッサは、信頼
度に基づき、信頼区間の色相、明度、又は大きさ（例：図１２の１２０１又は１２０２）
を別個に表示するように制御する。
【０１１８】
　上述したように、電子装置の動作方法（例：図４Ａの動作４００）は、キャリブレーシ
ョンの経過時間と、センサモジュールで測定された使用者の生体情報及び血圧情報とのう
ちの少なくとも一つに基づいてキャリブレーションの信頼度を決定するステップ（例：図
４のステップ４０５）と、信頼度に基づいてキャリブレーションに関わるイベントが発生
したか否かを決定するステップ（例：図４のステップ４１０）と、ディスプレイにキャリ
ブレーションを要請するＵＩを表示するステップ（例：図４のステップ４０１）と、を含
む。
【０１１９】
　キャリブレーションに関わるイベントが発生したか否かを決定するステップは、信頼度
が予め指定された臨界値未満であるか否かを確認するステップ（例：図５のステップ５１
０）を含む。臨界値は複数個を含み、信頼度に基づいて複数の臨界値を設定するステップ
をさらに含む。
【０１２０】
　本実施形態による動作方法は、信頼度に基づいてキャリブレーションの満了時点を決定
するステップ（例：図６のステップ６１０）をさらに含み、キャリブレーションに関わる
イベントが発生したか否かを決定するステップは、満了時点が到達したか否かを確認する
ステップを含む。
【０１２１】
　本実施形態による動作方法は、電子装置の位置を測定するステップ（例：図７のステッ
プ７０５）と、測定された位置に関する情報を外部電子装置に転送するステップ（例：図
７のステップ７１０）と、外部電子装置からキャリブレーションに関わる場所の情報を受
信するステップ（例：図７の動作７１５）と、受信された場所の情報を表示するステップ
（例：図７のステップ７２０）と、をさらに含む。
【０１２２】
　本実施形態による動作方法は、信頼度に基づき、場所の情報が表示される半径を別個に
設定するステップ（例：図９のステップ９０５）をさらに含む。
【０１２３】
　本実施形態による動作方法は、ディスプレイに、使用者の血圧情報を信頼度を示す信頼
区間とともに表示するステップと、信頼度に基づき、信頼区間の色相、明度、又は大きさ
を別個に表示するステップと、をさらに含む。
【０１２４】
　上述したように、電子装置（例：図１の電子装置１０１）は、ハウジング（図示省略）
と、ハウジングの第１部分を介して露出された（ｅｘｐｏｓｅｄ）タッチスクリーンディ
スプレイ（例：図２のディスプレイ２６０）と、ハウジングの第２部分を介して露出され
、使用者の身体の一部（ｂｏｄｙ　ｐｏｒｔｉｏｎ）に接触して身体の一部から血圧を測
定するように設定されたＰＰＧ（ｐｈｏｔｏｐｌｅｔｈｙｓｍｏｇｒａｍ）センサ（例：
センサモジュール２４０）と、ハウジングの内部に配置された無線通信回路（例：図２の
通信モジュール２９０）と、ハウジングの内部に配置されて、ディスプレイ、ＰＰＧセン
サ、及び無線通信回路に作動的に（ｏｐｅｒａｔｉｖｅｌｙ）連結されたプロセッサ（例
：図２のプロセッサ２２０）と、ハウジングの内部に配置されてプロセッサに作動的に連
結され、インストラクション（ｉｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎｓ）を記憶するメモリ（例：図２
のメモリ２３０）と、を備え、インストラクションは、実行時、プロセッサが、第１区間
（ｄｕｒａｔｉｏｎ）の間にＰＰＧセンサから第１データを受信し、第１データから複数
の第１パラメータを決定（ｄｅｔｅｒｍｉｎｅ）し、複数の第１パラメータのうちの少な
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くとも二つのパラメータに少なくとも一部基づいて、第１時点（ｐｏｉｎｔ）に対する第
１変数を時間に合わせて（ｉｎ　ｔｉｍｅ）決定し、第２区間の間にＰＰＧセンサから第
２データを受信し、第２データから複数の第２パラメータを決定し、複数の第２パラメー
タのうちの少なくとも二つのパラメータに少なくとも一部基づいて、第２時点に対する第
２変数を時間に合わせて（ｉｎ　ｔｉｍｅ）決定し、第２変数に少なくとも一部基づいて
キャリブレーション（ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ）時点を決定し、ディスプレイ上にキャリ
ブレーション時点に関わる情報を提供するように設定される。
【０１２５】
　複数の第１パラメータ及び複数の第２パラメータは、選択された区間に対するＢＩＡ（
ｂｉｏｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ｉｍｐｅｄａｎｃｅ　ａｎａｌｙｚｅｒ）によって測定さ
れた情報、ストレス指数（ｓｔｒｅｓｓ　ｉｎｄｅｘ）、運動量（ｅｘｅｒｃｉｓｅ　ａ
ｍｏｕｎｔ）、血糖値、睡眠区間、運動時間（ｅｘｅｒｃｉｓｅ　ｔｉｍｅ）、心電図、
又は血圧値のうちの少なくとも二つを含む。
【０１２６】
　第１変数はＲｉ－１で表現され、第２変数はＲｉで表現され、第１変数及び第２変数は
数式１で表現される。
【０１２７】
　キャリブレーション時点は、キャリブレーション以前の残余日数で表現され、残余日数
は、指定された区間によってＲｉが掛けられる。
【０１２８】
　インストラクションは、プロセッサが血圧値及び第２変数のうちの少なくとも一つに関
する情報をディスプレイ上に提供する。
【０１２９】
　本明細書に記載された多様な実施形態による電子装置は、多様な形態の装置から成る。
電子装置は、例えば、ポータブル通信装置（例：スマートフォン）、コンピュータ装置、
ポータブルマルチメディア装置、ポータブル医療機器、カメラ、ウェアラブル装置、又は
家電装置を含む。本発明の実施形態による電子装置は、上述した機器等に限定されない。
【０１３０】
　本発明の多様な実施形態及びこれに用いられた用語は、本明細書に記載された技術的特
徴を特定の実施形態に限定しようとするものではなく、当該実施形態の多様な変更、均等
物、又は代替物を含む。図面の説明において、類似又は関連する構成要素に対して、同じ
参照符号が用いられる。アイテムに対応する名詞の単数形は、関連する文脈上、明白に異
なる指示がない限り、複数形を含む。本明細書で、「Ａ又はＢ」、「Ａ及びＢのうちの少
なくとも一つ」、「Ａ又はＢのうちの少なくとも一つ」、「Ａ、Ｂ、又はＣ」、「Ａ、Ｂ
、及びＣのうちの少なくとも一つ」、及び「Ａ、Ｂ、又はＣのうちの少なくとも一つ」の
ような語句のそれぞれは、その語句の中で該当する語句とともに羅列された項目の全ての
可能な組み合わせを含む。「第１」、「第２」、又は「１番目」、「２番目」のような用
語は、単に当該構成要素を他の構成要素と区分するために用いられ、当該構成要素等を他
の側面（例：重要性又は順序）で限定しない。ある（例：第１）構成要素が他の（例：第
２）構成要素に、「機能的に」又は「通信的に」の用語とともに、又はこのような用語な
しに「カップルド」又は「コネクテッド」と記載された場合、それはある構成要素が他の
構成要素に直接的に（例：有線で）、無線で、又は第３構成要素を介して連結されること
を意味する。
【０１３１】
　本明細書で用いられた用語「モジュール」は、ハードウェア、ソフトウェア、又はファ
ームウエアで具現されたユニットを含み、例えば、ロジック、論理ブロック、部品、又は
回路などの用語と相互互換的に用いられる。モジュールは、一体でなる部品、もしくは、
一つ以上の機能を遂行する部品の最小単位又はその一部から成る。例えば、一実施形態と
して、モジュールは、ＡＳＩＣ（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅ
ｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ）の形態に具現される。
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【０１３２】
　本明細書の多様な実施形態は、機器（ｍａｃｈｉｎｅ）（例：電子装置１０１）によっ
て読み取ることができる記憶媒体（ｓｔｏｒａｇｅ　ｍｅｄｉｕｍ）（例：内蔵メモリ１
３６又は外装メモリ１３８）に記憶された一つ以上の命令語を含むソフトウェア（例：プ
ログラム１４０）として具現される。例えば、機器（例：電子装置１０１）のプロセッサ
（例：プロセッサ１２０）は、記憶媒体から記憶された一つ以上の命令語のうちの少なく
とも一つの命令を呼び出し、それを実行する。これは、機器が呼び出された少なくとも一
つの命令語によって少なくとも一つの機能を遂行するように運用されることを可能にする
。一つ以上の命令語は、コンパイラーによって生成されたコード、又はインタプリタによ
って実行されるコードを含む。機器で読み取ることができる記憶媒体は、非一時的（ｎｏ
ｎ－ｔｒａｎｓｉｔｏｒｙ）記憶媒体の形態で提供される。ここで、「非一時的」とは、
記憶媒体が実在（ｔａｎｇｉｂｌｅ）する装置であり、信号（ｓｉｇｎａｌ）（例：電磁
気波）を含まないことを意味するだけであり、この用語は、データが記憶媒体に半永久的
に記憶される場合と一時的に記憶される場合とを区分しない。
【０１３３】
　本明細書に開示されている多様な実施形態による方法は、コンピュータープログラム製
品（ｃｏｍｐｕｔｅｒ　ｐｒｏｇｒａｍ　ｐｒｏｄｕｃｔ）に含まれて提供される。コン
ピュータープログラム製品は、商品として販売者及び購買者の間で取り引きされる。コン
ピュータープログラム製品は、機器で読み取ることができる記憶媒体（例：ｃｏｍｐａｃ
ｔ　ｄｉｓｃ　ｒｅａｄ　ｏｎｌｙ　ｍｅｍｏｒｙ（ＣＤ－ＲＯＭ））の形態で配布され
るか、アプリケーションストア（例：プレイストア（登録商標）を介して、又は二つのユ
ーザ装置（例：スマートフォン）との間で直接オンラインで配布（例：ダウンロード又は
アップロード）される。オンライン配布の場合、コンピュータープログラム製品の少なく
とも一部は、製造者のサーバ、アプリケーションストアのサーバ、又は中継サーバのメモ
リのような機器で読み取ることができる記憶媒体に少なくとも一時記憶されるか、又は一
時的に生成される。
【０１３４】
　多様な実施形態において、上述した構成要素のそれぞれの構成要素（例：モジュール又
はプログラム）は、単数又は複数の個体を含む。上述した当該構成要素のうちの一つ以上
の構成要素又は動作は、省略されるか、若しくは一つ以上の他の構成要素又は動作が追加
され得る。代替的又は追加的に、複数の構成要素（例：モジュール又はプログラム）は、
一つの構成要素に統合されてもよい。この場合、統合された構成要素は、複数の構成要素
それぞれの構成要素の一つ以上の機能を、統合以前に複数の構成要素中の当該構成要素に
よって遂行されることと同一又は同様に遂行する。多様な実施形態において、モジュール
、プログラム、又は他の構成要素によって遂行される動作は、順次、並列的に、繰り返し
的に、又はヒューリスティックに実行されるか、又は動作のうちの一つ以上が異なる順に
実行されるか、省略されるか、又は一つ以上の他の動作が追加されてもよい。
【符号の説明】
【０１３５】
　１００、７００　　ネットワーク環境
　１０１、１０２、１０４　　電子装置
　１０８　　サーバ
　１２０、２２０　　プロセッサ
　１２１　　メインプロセッサ
　１２３　　補助プロセッサ
　１３０、２３０　　メモリ
　１３２　　揮発性メモリ
　１３４　　不揮発性メモリ
　１４０　　プログラム
　１４２　　オペレーティングシステム
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　１４４　　ミドルウェア
　１４６　　アプリケーション
　１５０　　入力装置
　１５５　　音響出力装置
　１６０　　表示装置
　１７０　　オーディオモジュール
　１７６、２４０　　センサモジュール
　１７７　　インターフェース
　１７８　　連結端子
　１７９　　ハプティックモジュール
　１８０　　カメラモジュール
　１８８　　電力管理モジュール
　１８９　　バッテリ
　１９０、２９０　　通信モジュール
　１９２　　無線通信モジュール
　１９４　　有線通信モジュール１
　１９６　　加入者識別モジュール
　１９７　　アンテナモジュール
　１９８　　第１ネットワーク
　１９９　　第２ネットワーク
　２６０　　ディスプレイ
　７０１　　外部電子装置

【図１】 【図２】

【図３】
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